
全ての子供たちが安心して学び、「わかった」「できた」と実感できる授業を実施するためにも、特別
支援教育の視点をもつことはとても大切です。学期末は何かと忙しく、あっという間に夏休みになってし
まいますが、夏休み前に１学期の取組を振り返り、２学期の学級経営の充実につなげましょう。

◆子供たちと信頼関係を築く
ための一つの方策は、学級
のルールを明確にした上で
適切にほめること、しかる
こと！

教室環境や指示の出し方等、１学期の取組の様子について、
【人】【物】【環境】の視点で、チェックしてみましょう。

◆よりよい「言語モデル」
「行動モデル」「思考モデル」
になりましょう！

◆「視覚情報」「聴覚情報」の
量を調整しましょう！

◆「いつ何があるのか」
「どのような流れで進む
のか」を明確にするよう
にしましょう！

◆どこに何があるのか、どこにどう
置くのかを明確にしましょう！

～すべての児童生徒等の「わかった」「できた」を支えるチェックリスト～

「基本のチェックポイント１３」

子供たちが、なかなか集中して
取り組めないのだけど…

指示していることが、すぐに
伝わらないことが多くて…

☆児童生徒等の実態に応じて配慮の有無や程度は異なります。チェックポイントを意識しながら、各教科等
の指導や日々の関わりに留意しましょう。
☆児童生徒理解を深めるためにも、日頃から教職員で実態や配慮についての情報共有に努めましょう。

こんな様子ありませんか…？

【人】接し方

【物】指導・支援

【環境】教室環境

「教室環境を整えま
しょう！シリーズ第５弾
「信頼関係を築く」
令和３年９月
お役立ち情報

「教室環境を整えま
しょう！シリーズ第４弾
「教師は最大の環境」
令和３年７月
お役立ち情報

「教室環境を整えま
しょう！シリーズ第２弾
「時間の構造化」
令和２年９月
お役立ち情報

「教室環境を整えま
しょう！シリーズ第１弾
「場の構造化」
令和２年６月
お役立ち情報

「教室環境を整えま
しょう！シリーズ第３弾
「刺激量の調整」
令和２年１０月
お役立ち情報


